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ＮＨＫ 特集「星新一ショートショート」が 

国際エミー賞を受賞！ 
 

アメリカ・ニューヨークで現地時間２３日（月）夜、第３７回国際エミー賞の授賞

式がおこなわれ、最終ノミネートされた４１作品の中からＮＨＫとテレコムスタッフ

が制作した作品が、コメディー部門で部門最優秀賞に当たる「国際エミー賞」を受賞

しました。ＮＨＫの番組が受賞するのは１０年ぶりのことです。 

 

＜コメディー部門 国際エミー賞（最優秀賞）＞ 

特集「星新一ショートショート」 

（平成 21 年 2 月 27 日放送、30 分） 

「ショートショートの神様」として知られる作家 

星新一。生涯に残した作品は 1000 話を越え、奇抜な 

発想、ウィットとユーモア、そして、少し毒のある 

作風は、没後 10 年以上たった今も絶大な人気を 

誇ります。アニメやドラマなど多彩な演出手法を 

用いて映像化された彼の作品は、近未来の不安や 

恐怖、そして時に、暖かさや、安堵さえ感じる、 

ちょっと不思議な“大人のための童話”です。 

（制作：NHK エンタープライズ 制作・著作：NHK/テレコムスタッフ） 

 

《国際エミー賞について》 

約 50 か国の 500 放送機関等が加盟している「国際テレビ芸術科学アカデミー」(International 
Academy of Television Arts and Sciences)が主催し、米国外で制作された優秀なテレビ番組を

顕彰するために設けられた番組コンクール。1969 年創設で、今年は 37 回目。部門は、ドキ

ュメンタリー、アート、コメディー、エンターテインメント、子ども・青少年、ドラマ、ニ

ュース、最優秀男優、最優秀女優など１５部門。 

 

《過去のＮＨＫ受賞番組》 

１９９９年 「子ども・青少年部門」（1999 年 4 月 25 日、42 分、総合） 

課外授業 ようこそ先輩「戦争を学ぶ 命を考える」（貫戸朋子〔国境なき医師団〕） 

 

１９９５年 「アートドキュメンタリー部門」（1994 年 9 月 18 日、45 分、総合） 

ＮＨＫスペシャル「響き合う父と子～大江健三郎と息子光の 30 年」 

 

１９９３年 「ドキュメンタリー部門」（1992 年 10 月 12 日、44 分、総合） 

ＮＨＫスペシャル「モニカとヨーナス～旧東独 暴かれた密告社会～」 

 

 

「ボッコちゃん」


